
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

  

邪馬台国前史としての 

 弥生時代後期 
 

弥生時代後期（西暦１～２世紀）に焦点を当て、女王卑弥呼の邪馬台

国形成前史を探求します。それは、いわば「倭国形成の歩み」でもあり

ます。また、卑弥呼出現の必然性と出身地を考察します。 

４月から始まる６カ月講座です。 

◇講 師 元名古屋女子大学教授 丸山竜平 

◇開講日 第４火曜日１０：００～１２：００ 

◇受講料 ６カ月（６回）分 １５，５１０円（税込） 

 

 

【２０２１年４～９月 カリキュラム】 

 ４月２７日 弥生土器と実年代 ―後期の枠組み― 

５月２５日 弥生後期の青銅祭祀具とその分布 

６月２２日 弥生後期の墳丘墓の発達 

７月２７日 後期高地性集落の展開 

８月２４日 北部九州と近畿、東海 ―東遷の形跡はあるのか― 

９月２８日 倭国統合過程と唐古鍵遺跡 ―邪馬台国、女王国、倭国― 


